
❖
更
生
保
護
法

︵
平
一
九
・
六
・
一
五

法　
　

八　
　

八

︶

最
終
改
正　

平
二
八
︱
法
五
四

第
一
章
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則

第
一
節
　
目
的
等

（
目
的
） 

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
に

対
し
、
社
会
内
に
お
い
て
適
切
な
処
遇
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
再

び
犯
罪
を
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
又
は
そ
の
非
行
を
な
く
し
、
こ
れ

ら
の
者
が
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
改
善
更
生
す
る

こ
と
を
助
け
る
と
と
も
に
、
恩
赦
の
適
正
な
運
用
を
図
る
ほ
か
、

犯
罪
予
防
の
活
動
の
促
進
等
を
行
い
、
も
っ
て
、
社
会
を
保
護
し
、

個
人
及
び
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
国
の
責
務
等
） 

第
二
条　

国
は
、
前
条
の
目
的
の
実
現
に
資
す
る
活
動
で
あ
っ
て
民

間
の
団
体
又
は
個
人
に
よ
り
自
発
的
に
行
わ
れ
る
も
の
を
促
進
し
、

こ
れ
ら
の
者
と
連
携
協
力
す
る
と
と
も
に
、
更
生
保
護
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
、
か
つ
、
そ
の
協
力
を
得
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２　

地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
活
動
が
地
域
社
会
の
安
全
及
び
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ

れ
に
対
し
て
必
要
な
協
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３　

国
民
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
そ
の
地
位
と
能
力

に
応
じ
た
寄
与
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
用
の
基
準
） 

第
三
条　

犯
罪
を
し
た
者
又
は
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
し
て
こ
の
法

律
の
規
定
に
よ
り
と
る
措
置
は
、
当
該
措
置
を
受
け
る
者
の
性
格
、

年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
等
を
十
分

に
考
慮
し
て
、
そ
の
者
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
方
法
に
よ
り
、
そ
の

改
善
更
生
の
た
め
に
必
要
か
つ
相
当
な
限
度
に
お
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

第
五
節
　
保
護
観
察
官
及
び
保
護
司

（
保
護
観
察
官
） 

第
三
十
一
条　

地
方
委
員
会
の
事
務
局
及
び
保
護
観
察
所
に
、
保
護

観
察
官
を
置
く
。

 

２　

保
護
観
察
官
は
、
医
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
そ
の
他

の
更
生
保
護
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
基
づ
き
、
保
護
観
察
、
調

査
、
生
活
環
境
の
調
整
そ
の
他
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る

少
年
の
更
生
保
護
並
び
に
犯
罪
の
予
防
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す

る
。

（
保
護
司
） 

第
三
十
二
条　

保
護
司
は
、
保
護
観
察
官
で
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
を

補
い
、
地
方
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
の
指
揮
監
督
を
受
け

て
、
保
護
司
法
︵
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
号
︶
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
所

掌
事
務
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

❖
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護
司
法
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